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【研究背景】有機薄膜太陽電池(OPV)は軽量かつフレキシブルで設置場所を選ばないことから次世

代の太陽電池として注目されている。有機薄膜太陽電池の効率改善には 1,8-Diiodooctane を添加

剤として用いることが有効であると報告されているが、大気中で素子が急激に劣化することが指

摘されている[1]。また多田は低コストであるフラーレン C６０をアクセプター材料として利用す

ること報告した[2,3]。そこで我々は DIOの代わりにアクセプター材料である C60に少量の[6,6]-	

Phenyl-C61-Butyric	Acid	Methyl	Ester(PCBM)を添加することで可溶性を改善し素子の特性向上

を目指した[4]。本発表では PTB７に変更し同様な効果が見られるかを検証した。	

【実験結果】ドナーとアクセプター材料の

重量比はドナー：アクセプタ=	35：65で調

製し、アクセプター材料は C60 と PCBM の比

率を変えて調製した。これらの材料をグロ

ーブボックス内 500rpm および 70℃で o-DCB

に溶解した。活性層は 1000rpm で 2 分間ス

ピンコートした。Fig.1 はアクセプター材料

における PCBM の割合を 0、30、100wt%で作成した素子の AFM

画像である。PCBM0wt%の素子においては 300nm程度の大きな

溶け残りが確認できるが、PCBM30wt%、100wt%の素子において、

そのような溶け残りは確認できない。Tabel	1 はそれぞれの

素子の J-V特性を示す。作製された試料は十分に最適化され

ておらず変換効率は低かった。C60 を添加した素子において

FF が向上しており、PCBMの添加により溶解性及びナノ層分離が改善されていることを示している。

これは P3HTで行った研究と同様の傾向が見られ、素子における発電効率向上に寄与していると考

えられる。	
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Fig.1	 AFM topographic images of active layers 

Tabel 1 Summary of PV paramerers 
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